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豊かな対話とコミュニケーション 

親子の対話が、 
「コミュニケーション能力」を伸ばします 

今回は、「コミュニケーシ

ョン能力」を育むために家

庭でできる親子の対話に

ついて紹介します。 

非認知能力とは 

コミュニケーション能

力や自尊心、社会性な

ど数値で示すことが困

難とされる力のこと 
脳の成長をうながし、表現

する力と自信を養います 

 

～家庭で伸ばせる非認知能力～ 
 

「ねえねえ、あのね、
今日ね・・・」 

「今、忙しいから
あとでね！」 

忙しいときについ、

一言で返してしまうよ

うな会話をされたこと

はありませんか？ 

たくさんの質問をする時期は、お子さん

の考える力を引き出す絶好のチャンスです。   

この時、お子さんの問いにすぐに答えを

出したり、無視したりするのではなく、「どう

してだと思う？」と大人が問い返すことで、

お子さんに考える習慣がつきます。 

「どうして空
は青いの？」 

「犬はどうして
ワンワンって言
うの？」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献  家庭、学校、職場で生かせる！ 

        自分と相手の非認知能力を伸ばすコツ 中山芳一 

 

★お子さんの話をじっくり聞く★ 

自分の意見や考えを人前で話せるようになるため

には、まず「表現できる」という自信をもつことが

土台となります。 

そのためには、保護者がお子さんの話をさえぎっ

たり、無視したり、保護者の意見を押しつけたりし

ないことが大切です。 

ゆったりとした気持ちで耳を傾けましょう。 

人と適切なコミュニケーションをとるためには、表現するた

めのスキルも大切ですが、その土台となる自己肯定感や自信を

育むことが大切となります。そして、家庭での親子の対話がこ

の力を育みます。 

お忙しい毎日だと思いますが、お子さんとたくさんの対話を

楽しんでみられるのはいかがでしょう。 

★お子さんが変わる対話★ 

お子さんに無理やり何かをさせようとした

り、操ろうとしたりする感情的な対話はお子さ

んを傷つけてしまいます。 

まずは、「学校でどんなことがあったの？」

「今日はどんな１日だった？」と問いかけてみ

ましょう。これだけでお子さんは、保護者に愛

されていると実感することができます。 

人前で話す自信をつける親子の対話 

その１ 

その２ 


